
 

 

 

 

 

令和７年度 荒谷小だより  No.３ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地 
令和７年 ５月 ９日（金） 

自分で社会を生き抜く「自ら・共に・しなやかに」の資質・能力育成  

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 
そのために、教科の本質を大

切にした授業に心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に味

わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習参観・PTA 総会・学年総会への参加、 

本当にありがとうございました  

 ４月２５日（金）は、平日のお忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。子供達は、大

好きなご家族の皆さんに見守られながら、いつも通りにはつらつと学習していました。お子さんの学

習の様子はいかがだったでしょうか。ぜひ、ご家庭におかれては成長の姿を価値づけていただければ

と思います。また、今年度役員を引き受けてくださった皆様、学校も全力で協力してまいりますので、

一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

【校長あいさつより】 

 学校教育目標は「未来を描き、しなやかに生きる心を育む」です。そして、目指す子供の姿は、本校の合言葉

でもある「自ら学ぶ子供」「共に伸びる子供」「しなやかに生きる子供」であり、全てのベースにあるのは「荒谷魂

の継承」と考えています。私は、これらの言葉はそう簡単には変わらないもの、変えないものと考えています。し

かしながら、急速に変わる現代社会において、その言葉の意味の解釈は時代に合ったものでありたいですし、

その解釈に沿った活動が行われていくようにしたいと考えています。学校に限らず、全てにおいて、大きな目標

があり、そこから繋がる個々の目標が設定されます。目標達成のために長い目で見ることは必要ですし、短い

スパンでの評価を繰り返していくことも大切です。ここでいう大きな目標は学校教育目標であり、教育の評価は

５年後１０年後の姿で語られます。個々の目標は学級目標や自己のめあてであり、日々の学習や学期ごとに評

価をしていきます。したがって、未来の姿を創造しながら、目の前の子供達から学び続け絶えず評価をしていく

ことが必要です。 

さて、昨年度荒谷小学校にお世話になり、令和７年度のグランドデザインをつくるにあたって特に考えたこと

が３点あります。 

一点目は「自ら学ぶ子供」の中に明記されている夢自学です。もともと荒谷小学校では、子供が自己決定す

ることや自主学習には力を入れてきました。「夢の木」に掲示している自分が好きなことや憧れていることは一

番のモチベーションです。何のために学ぶのかといった時、私は迷わず「夢の実現のため」と答えます。より能

動的な学びに向かう姿勢を形にしたのが夢自学です。学校で丁寧に支援をしてまいりますので、なお、保護者

の皆様のご理解とご協力をいただければ幸いです。二点目は、児童数の減少です。常に同じ顔ぶれで生活して

いる安心感はありますが、「共に伸びる子供」の中に明記したように、多くの人と関わることやどんな場面でも自

己を表現していくことは大切にしたいと考えています。したがって、縦割り活動や学習環境の工夫は必至です。

授業は担任だけではなく多くの教職員から学ぶ機会と考え、教科担任制や授業交流は積極的に行っていきま

す。また、年に一度の学習発表会は多くの人に対して発信していく場と考えて土曜日に計画しています。三点目

は、「しなやかに生きる子供」に明記したように、納得することを大切にするということです。多様性を担保しなが

ら社会を形成するためには、必ずしも白か黒かという判断だけでは成り立ちません。お互いを認め合うこと、補

い合うことがしなやかに生きることつながります。様々な体験を通してしなやかな力を育てていきたいと思いま

す。とは言え、現在の社会状況では貸し切りバスをはじめ交通機関の利用が困難な状況が生まれてきていま

す。経費の問題や旅行会社の事情によるものですが、これに伴い学校の教育活動も根本から考え直さなけれ

ばならない状況になっていますことをご理解ください。 

  最後に、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全学習で「自ら」「共に」「しなやかに」の資質・能力を育てる 
４月１１日（金）天童市交通安全キャラバン隊お出迎え（学校を代表して１年生） 

４月１４日（月）通学班会 

３年生交通教室(自転車の実技は中止、講話のみ) 

４月１５日（火）１・２年生交通教室（歩行）  

        全校避難訓練（地震想定、避難経路確認） 

４月２３日（水）中高学年交通教室（自転車の実技は中止、４～６年生への講話） 

４月３０日（水）３年生自転車教室 

５月 ２日（金）非常災害時引き渡し訓練 

天童駐在所様、天童市生活環境課専門指導員様、保護者の皆様、お世話になりました。これ

で年度当初の準備としては、何があっても子供達の安心・安全を守っていく心構えができまし

た。非常災害時は必ずしも準備した通りにいくとは思いませんが、準備した上での臨機応変で

すので、基本的な必要な確認ができたことは幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 荒谷小は校章にぶどうが使われています。創立記念式でも

話しましたが、その中には「団結・協力、勤労の尊さ、香り高い

文化」の３つの願いが込められています。学校入り口の３本のぶど

うの木は、その願いを体現するにはとてもよい学習材となります。

これまでも、地域の先生として武田さんにご指導いただいて子供達

が学習に取り組んできました。今年度は、まだどのように学習に取

り組んでいくか計画の段階ですが、全校児童が能動的に関わりなが

ら育てていくことができればいいなと思います。そういった中でも

日々ぶどうは成長しています。学校西側にあるぶどう畑の様子を見

させていただきながら、学校のぶどうの木の観察をしています。学

校のぶどうの成長や子供達の学習の様子をお知らせしていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷小は『ぶどう』の学校です vol.1 

 

読み聞かせがスタート 

「葡萄の木」の皆さん 

よろしくお願いいたします  
 今年度も５月８日（木）から 

「葡萄の木」の皆さんによる読

み聞かせがスタートしました。

８時１５分からの１０分間、子 

供達に素敵な時間を作ってく

ださります。ありがとうござい

ます。昨年度の課題であった

「読書に親しむ」習慣づくりの

一環として教職員も心を一つ

に取り組んでいきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力アップ週間スタート 
 ５月９日（金）からスタート 

しました。中間休みに、グラウ 

ンドを走ります。通常の周回だ 

けでなく、大回りコースや 100 

ｍコースもあり、自分の目標や 

体力に合ったコースを選ぶこ 

とが出来ます。誰かと比べる 

のでなく、自分自身と向き合っ 

て取り組む活動に、一人一人の 

成長が期待できます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  


